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第
54
回
日
本
風
俗
史
学
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ 

平
成
25
年
度
の
大
会
・
総
会
は
、
関
東
支
部
主
催
に
よ
り
、 

11
月
23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）
の
両
日
を
大
妻
女
子
大
学
千
代 

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
し
、
25
日
（
月
）
を
巡
見
と
し
て
計
画 

中
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

期
日 

 

平
成
25
年
11
月
23
日
（
土
）
大
会
・
総
会 

                          

24
日
（
日
）
大
会   

25
日
（
月
）
巡
見 

場
所    

大
妻
女
子
大
学 

（
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
12
） 

本
年
度
の
大
会
は
、「
近
代
視
覚
資
料
を
用
い
た
風
俗
研
究
」
と 

い
う
小
特
集
を
企
画
中
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
エ
ン
ト
リ
ー 

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
併
せ
て
自
由
論
題
で
の
研
究
発
表
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募 

集
中
で
す
。 

研
究
発
表
を
ご
希
望
の
方
は
、
名
前
、
論
題
、
概
要
（
800
字
程
度
）、

連
絡
先
を
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
本
部
事
務
局
ま
で
ご
連
絡 

く
だ
さ
い
。 

日

本

風

俗

史

学

会 
 
http://www.fuzokushi.jp  

〒
161
―8539 

東
京
都
新
宿
区
中
落
合
４
―
31
―
１ 

目
白
大
学 

社
会
学
部   

有
元
修
一
研
究
室 

気
付 

学
会
Ｆ
Ａ
Ｘ 03-5982-7141   

Ｅ
メ
ー
ル 

jimu@fuzokushi.jp  
事
務
連
絡
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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関
東
支
部 

近
世
史
分
科
会 

日
時  

9
月
30
日
（
月)

18
時
～
21
時 

場
所  

港
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

（
JR
新
橋
駅
前
）
202
室 

発
表 

「
江
戸
風
俗
画
集 

（
仮
題
・
吉
徳
資
料
室
所
蔵)

」（
続
） 

小
林 

す
み
江
氏 

 

近
代
史
分
科
会 

日
時  

9
月
24
日
（
火
）
18
時
～
20
時 

場
所  

港
区
高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー
・
会
議
室 

      
 
 

（
地
下
鉄
白
金
高
輪
駅
１
番
出
口
真
上
） 

講
演 

「
居
酒
屋
考
現
学
」 

試
論-

今
和
次
郎
か
ら
白
木
屋
ま
で                      

澤
野  

勉 

氏 

 

服
飾
史
分
科
会 

日
時  

9
月
17
日
（
火
）
18
時
～ 

場
所  

き
れ
と
着
物
土
居
〔
不
思
庵
〕 

駒
込
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
地
下
一
階
集
会
室 

（
JR
・
地
下
鉄 

駒
込
駅
東
口
徒
歩
５
分 

℡090-8774-0074

） 

題
目 

「『
後
櫻
町
天
皇
宸
記
』
第
一
冊
、 

宝
暦
六
年
正
月
十
五
日
～
」               

宍
戸 

忠
男 

氏 

※
『
後
櫻
町
天
皇
宸
記
』
を
読
み
進
め
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
、
テ
キ
ス
ト
は
用
意
し
て
い
ま 

す
の
で
、
是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

比
較
風
俗
史
分
科
会   

休
会
と
し
ま
す
。 

社
会
史
分
科
会   

休
会
と
し
ま
す
。 

中
部
支
部 

日
時  

9
月
14
日 

（
土
）
14
時 

集
合  

徳
川
美
術
館
チ
ケ
ッ
ト
売
場
前
に
14
時 

集
合 

紹
介
と
館
内
見
学   

歿
後
130
年
記
念
夏
季
特
別
展 

「
徳
川
慶
勝
‐
知
ら
れ
ざ
る
写
真
家
大
名
の 

生
涯-

」 

解
説    

並
木 

昌
史 

氏
（
徳
川
美
術
館
） 

※
講
堂
に
お
い
て
解
説
を
30
分
程
度
と
館
内
見
学 

 

関
西
支
部 

日
時  
9
月
15
日
（
日
） 

12
時
半 

集
合  
JR
鶴
橋
駅
改
札
に
12
時
半 

集
合 

見
学 

「
浪
花
百
景
を
歩
く
⑥
・
鶴
橋
～
生
野
」 

話
題
提
供     
永
田 

雄
次
郎 

氏 

 九
州
支
部 

日
時 

 

9
月
11
日
（
水
）
15
時
～
17
時
半 

場
所 

 

北
九
州
市
立
小
倉
城
庭
園  

小
笠
原
会
館
研
修
室 

（
北
九
州
市
小
倉
北
区
城
内
１-
２  

 
 
 
 
 
 
 
 

℡0
9
3-

58
2-

27
47

） 

 ◇
15
時
よ
り
見
学
会
（
北
九
州
市
立
小
倉
城
庭
園
） 

「
祇
園
祭
と
八
坂
神
社
」 

◇
16
時
よ
り
9
月
例
会
（
小
笠
原
会
館
研
修
室
） 

演
題 

「
19
世
紀
後
半
か
ら
進
め
ら
れ
た
我
が
国
の

近
代
化
政
策
と
人
々
の
暮
ら
し
の
変
容 

‐
博
覧
会
と
の
関
わ
り
に
お
い
て-

」 

講
師 

 
 

北
村 

 

新
比
古 

氏 

  

事
務
局
よ
り 

平
成
25
年
度
会
費
納
入
に
つ
い
て
、
既
に
お
知
ら
せ
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
卒
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

■
会
費
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
会
員
の
方
へ 

平
成
22
年
度
総
会
に
お
い
て
会
費
に
関
す
る
細
則
規

定
を
改
正
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
以
下
に
再

掲
致
し
ま
す
。 

第
3
条 

会
員
は
、
次
の
よ
う
に
、
会
費
を
毎
年
1
年

分
前
納
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
１
）
正
会
員
・
団
体
会
員
、
五
千
円 

（
２
）
学
生
会
員
、 

 
 
 

四
千
円 

（
３
）
購
読
会
員
、 

 
 
 

四
千
円 

２ 

会
員
の
退
会
ま
た
は
除
名
に
対
し
て
は
、
既
納
会

費
は
返
還
し
な
い
。 

３ 

会
員
は
、
会
費
納
入
を
怠
っ
た
場
合
、
２
年
以
上

の
未
納
を
も
っ
て
会
誌
・
会
報
そ
の
他
の
通
知
の
発

送
を
停
止
さ
れ
、
ま
た
３
年
以
上
未
納
の
場
合
は
、

会
員
の
資
格
を
失
う
も
の
と
す
る
。 


